
5年 配当時間
11時間くらしを支える情報① 学習指導要領

  内容（4）

1.単元の目標と単元構成

目
　
　
標

・我が国の情報産業や情報化した社会の様子について関心をもち，放送，新聞

　などの産業や情報化した社会の様子を進んで調べるとともに，様々な情報に

　対して望ましい行動をとろうとすることができるようにする。　

・情報化の進展が国民の生活に大きな影響を及ぼしていることや，情報化した

　社会において人々が主体的に生きていくためには，情報を有効に活用するこ

　とが大切であることを考えさせる。　

・人々が日常の生活や産業で必要な情報をどのように入手したり活用したりし

　ているのかを，調査したり資料を活用したりして調べ，情報化の進展につい

　て調べたことや考えたことを表現することができるようにする。

・放送，新聞などの産業や情報化した社会の様子と国民生活のかかわりについ

　て理解させるとともに，情報を発信する側に求められる役割や責任の大きさ，

　情報を受け取る側の正しい判断の必要性などについて考えをまとめることが

　できるようにする。　　　　　　　

オリエンテーション

　　　　　　（１時間）

(1)情報のなかに生きる

　　　　　　（３時間）

①大きな地震が起きたら

②情報を伝える

③情報を生活に生かす

(2)情報ネットワークを　

生かす

　　　　　（２時間）

①インターネットで結ぶ

　市立図書館

②（いずれかを選択）

・医療とインターネット

・防災とインターネット

・福祉とインターネット

・教育とインターネット

(3)情報を上手に使いこなす　

　　　　　　　　（５時間）

①インターネットを上手に使

　うために

②情報を生かすのは，わたし

③わたしたちの生活とインタ

　ーネット

④情報化社会で生きていくた

　めに

⑤パソコンレポートをつくろ

　う
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◆パソコンの上手
　な使い方につい
　て話し合うこと
　を通して，情報
　を伝える側の責
　任やマナーを知
　り，情報を発信
　したり受信した
　りする時にどん
　なことに気をつ
　けたらよいのか
　について問題意
　識をもつ。　　
　　　　　（１）

◆これからの社会
　の中で情報の果
　たす役割につい
　て考え，情報の
　受信者や発信者
　として，情報を
　くらしに生かし
　ていくために大
　切なことを考え
　る。 　　（１）

①パソコンの登場によって
　便利になったことや問題
　点について話し合う。
②インターネットを上手に
　使いこなすためにはどう
　したらよいか話し合う。
③インターネットを使う
　時のマナーについて話
　し合う。
④情報の発信者や受信者
　として気をつけること
　は何かという学習問題
　を立てる。

①私たちの生活の中で情
　報がどのような役割を
　果たしているのかを考
　える。
②情報を利用した時，失
　敗したことを話し合う。

③複数の新聞の記事を読み
　比べて違いを話し合う。

④情報を生かすのに大切
　なことを考える。

□情報を有効に活用したことや，
　困ったことなどについて意見
　を交換するようにしたい。
□ホームページやブログなど，
　情報を発信する時に気をつけ
　ることを考えさせたい。
□情報を発信する側の責任につ
　いても考えるようにしたい。

□発信者としての立場だけでな
　く，受信者としての立場とし
　も問題意識をもたせたい。
＜情報を発信したり受信したり
　する時に気をつけることにつ
　いて，関心をもって考えてい
　る＞【関・意・態】

□私たちの便利で快適なくらし
　に情報が大きな影響を及ぼし
　ていることをとらえさせたい。

□情報があふれている生活の中
　で困ったことはないかを考え
　させたい。
□同じ出来事でも，書き手によ
　って記事の印象がちがうこと
　をとらえさせたい。
□情報を受け取る側が正しく判
　断することの大切さを考える
　ようにする。
＜情報の受信者や発信者として，
　情報をくらしに生かしていく
　ために大切なことを考え，表
　現している＞【思・判・表】

（３）情報を上手に使いこなす【５時間】

小単元の目標　情報化した社会において情報を有効に活用することが大切であることを考

えるとともに，様々な情報に対して適切に判断し，望ましい行動をしようとする態度や能

力を身に付けることができるようにする。

私たちは，どんなことに気をつけて情報を発信したり，受信
したりすればよいのだろう。



ま
と
め
る

◆インターネッ
　トによる人や
　社会の様々な
　結びつきにつ
　いて話し合う
　ことを通して，
　インターネッ
　トが私たちの
　生活にどのよ
　うな影響を及
　ぼしているか
　を理解する。
　　　　（１）

◆インターネッ
　トの便利さや
　問題点につい
　て話し合い，
　情報化社会で
　生きていくた
　めにはどのよ
　うなことに気
　をつけて活用
　していけばよ
　いのかについ
　て，自分の考
　えをレポート
　に書く。　（１）

◆これまで学習
　したことを振
　り返り，「学
　びのてびき」
　を参照しなが
　ら「情報ネッ
　トワークでつ
　ながるわたし
　たち」という
　題でパソコン
　レポートをつ
　くり，友達と
　レポートを伝
　え合う。（１）

①私たちの生活の中でネ
　ットワークがどのよう
　に結びついているかを
　話し合う。
②ネットワークは私たち
　の生活にどのような影
　響があるのか考える。
③インターネットと私た
　ちの生活が深く結びつ
　いていることを考える。

①インターネットのよい
　点，悪い点について考
　える。
②インターネットの便利
　さや問題点について話
　し合う。

③「インターネットのよい
　点と悪い点」というテ
　ーマでレポートを書く。

①「情報ネットワークで
　つながるわたしたち」
　という題で，パソコン
　でレポートをつくる。
②友達と互いのレポート
　を読み合い，意見交換
　する。

□インターネットによって多くの情報
　が速く，安くやりとりできるように
　なり，人や社会が様々に結びついて
　いることをとらえさせたい。
□コンピューターウィルスなどの影響
　で，もし，コンピューターが止まっ
　たらどうなるかを考えるようにする。
□私たちの便利な生活とインターネッ
　トとのかかわりを理解させる。
＜インターネットが私たちの生活にど
　のような影響を及ぼしているかを理
　解している＞【知・理】

□いろいろな見方でよい点と悪い点を
　考えさせたい。

□テーマや場面をしぼって，みんなで
　様々な意見を交換し，自分の考えを
　もたせたい。
＜インターネットの便利さや問題点に
　ついて理解している＞【知・理】
□調べたことだけでなく，自分の考え
　や意見をきちんと書くようにしたい。
　また，友達の考えにも意見を伝える
　ようにしたい。
＜情報化社会で生きていくために望ま
　しい行動について考え，レポートに
　表現している＞【思・判・表】

□パソコンの使い方，個人情報や著作
　権などの約束を考えながら，見やす
　く分かりやすいレポートを作るよう
　にしたい。
□友達の違った見方に出会うことによ
　って，自分の考えをさらに深めるよ
　うにしたい。
＜題や構成を考え，パソコンでレポー
　トを作成している＞【技】
＜友達とレポートを発表し合い，考え
　を伝え合っている＞【思・判・表】
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